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	CCR4-NOT転写複合体サブユニット7（CNOT7）ホモサピエンス この遺伝子によってコードされるタンパク質は、細胞増殖を負に制御する抗増殖タンパク質であるB細胞転座タンパク質1に結合します。抗増殖タンパク質のリン酸化によって引き起こされる2つのタンパク質の結合は、細胞分裂におけるシグナル伝達イベントを引き起こし、細胞間接触に関連する細胞増殖の変化につながります。コードされているタンパク質は自然免疫応答をダウンレギュレーションするため、外来物質に対する抗菌活性を高めるための治療標的となります。この遺伝子の選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。関連する偽遺伝子は1番染色体とX染色体上に同定されています。[RefSeq提供、2016年4月]、機能：多様なプロセスに必要な普遍的な転写因子。遺伝子発現の制御に関与するCCR4複合体の構成要素である。,類似性:CAF1ファミリーに属する。,サブユニット:TOB1と相互作用する。,
	研究分野
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	CNOT7抗体を用いたHeLa細胞およびHUVEC細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	CNOT7 抗体を使用した HUVEC 細胞溶解液のウエスタンブロット分析。
	

	CNOT7 ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。

